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　目的：手術を決断した緑内障患者に対して、

緑内障の診断を受けてから手術目的の入院に至

るまで疾患とどのように向き合ってきたのか、

また退院後どのように向き合っていくのかを明

らかにする。

　対象：緑内障の診断から1年以上経過し手術

目的で入院した患者２名。

　結果：手術を受け入れるまでの思いでは【原

因がわからないもどかしさと失明への不安】

【疾患を楽観視する】【疾患を自分なりに理解

する】【余儀なくされる日常生活と社会的役割

への影響】【早期に対処できなかった後悔】

【これまの治療に納得できない気持ち】【現状

を維持するために手術をせざるを得ない】の7

個のカテゴリーが抽出され、継続治療に向けて

の思いとして【繰り返される手術への失望と恐

怖】【日常生活上の注意】【手術を繰り返す上

での先が見えない不安】の3つのカテゴリーが

抽出された。

　結論：手術を決断するまでの過程では、患者

は早期に対処できなかった後悔や療の経過に納

得できない気持ちを抱いている可能性がある。

治療を継続する上では、患者が日常で工夫しな

がら生活できている事を評価し、社会的役割喪

失や将来への不安の内容を明らかにし、支援す

ることが重要である。
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